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5 万分の l 地質凶幅

説明書 天塩中川 (旭川卜(第 23 号)

北海道丘地下資源開査所

北海道Hnl!i長尾捨ー

はしがき

この図|隔は，昭和 32 年， 33 年， 34 年に野外調査を行ない， 35 年， 36 年の 2 ヵ千下に

わたって，窒内作業を実地し，その結果をまとめたものであるコ肝外詞丘に要した H

数は約 200 日であるつ

野外調査のうち，図l幅南東部のktR:川以 i払鬼刺岳以東の地区は，当所小山内情、技

師および当H!j 九州大学理学部の藤井浩二学士の資料によって，とりまとめたc また，

北西部の天塩川以西，豊里以北の地lベは，さ1]所五山 Hff三技師および東京教育大学橋本

亘教援の資料を利用させていただいた。 l斗中日南西|塙の安川層群の分布地域は北海道庁

L鉱業課高橋功三技師の資料を参考にしたの

この地域は，現在空知層群と称せられているものの母体をなしている兎刺層の発祥

地である。自彊系の油徴が多数あることで，知られている地域で，今日まで多くの人

々によって部分的な調賓がなされている。その重なものを挙げると次の通りである。

1 森田義人 1931 米塩国宏子志内川流域地質調査報告 京北大卒論

2 MATSUMOTO.T.1942 Fu コdam:'ntah intheCr 二tac 、eou3 Stratigraphyof

Japan. Mem.Fac.Sci.KyushyuImp.UnivD, Vol.1No.3

3 佐藤誠司 1950 天塩同安平志内川流域西岸の地質 北大卒論

4 井島信五郎・品目芳三郎 1952 北海道天塩国安平志内油田北部地区地質調査

報告地調月報 3 巻 12 号

5 高橋羽二 1959 天塩，安平志内川流域における安川層群(\，、わゆる函淵層群〉

下底の不整合について 地質学雑第 65 巻 768 号

なお，これらの人々のほか，わが国の白星系の研究者のほとんどの人が，必ず一度

は，この地域のどれかのルートを，調査あるいは視察している。

セ 当時九州大学大学院，現在小野田セメント
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この地域の蝦夷層群中の化石の研究は，上記松本達郎の研究報告によって，ほとん

ど完成されたようであるが，蝦夷層昨の各層の層序や構造にし、たっては，まだ多くの

問題を残している。筆者は，そのゐつとして，最近下部蝦夷層群下底の不整合問題を

とり上げ，この地域の佐久ill ルートにおける観察を基礎として発去したr

この凶|隔は，以上述べたように 3 ヵ年にわたる調査といろいろな資料を参考とし

て，とりまとめたのであるが，蝦夷層群の分布および構造に関しては，まだ，意に満

たない点が相当ある c これらについては，さらに，別聞の調青によって補いたいと思

うのであるが，とにかく現在までにまとめ上げたものを，ここに発表する次第であ

る。この|ヌi幅の協力昌ーである上記の各氏や岩石鑑定の労をとってもらった当所鈴木守

校師および関係公共機関ならびに町村の各位に深甚な謝怠を表する。

I 位置および交通

この図IIJ肩の範囲は，北枠組°40' と 44°50'，東経 142°0' と 142
0
15' の間である。

行政的には宮崎支庁管内，中川村，常盤村，中頓別町，遠別町およびX.恥町に属す

る地域である。

オサ

宗谷本線は，この地域を貫流する);.凡01\ にそって，その右岸を走り，凶l幅内には筏

島，神路，佐久，天塩中川の各駅が存在する c しかしこれらの存駅から山内にはい

モノ -.r-j-イ トンベゾポウ アベシァイ

る道路は，物満内 ill ，頓別坊ill ，安平志内 ill ，佐久川などの大きな川以外は，ほとん

ど通じておらず，流路の長い川では);.幕携行の必要がある c 佐久川ぞいに斉威子府に

ぬける道路は，立派な道路であるが，ほとんど利用されておらず，奥の方は雑草に|な

されている状態であると)(:tt1l川は佐久から古威子府まで橋がなく，法島の渡し舟によ

って，かろうじて対岸との交通が保たれているつ

II地形

この地域中央部には，天堀川を横切って，ほとんど南北の方向に一線に連なる長も

高い山陵が存在する。この地域最高の鬼刺岳 (728.1 m) およびその北に連なる 619m

の Ill ， 530m の ~U ，そして 542m の山，さらに天塩川を渡って， 516.7m の山， 555m

の III ， 544.7m の琴干 ~~Il ， 716.3m のペンケ山を連ねる山稜がそれである c これらの

山陵は，すべて，この地域の基盤岩である空全 II 層群のパナク、ン川層および、志文|付 ill

層によって構成される。この山政の東西両側は蝦夷層群の岩層によって占められ，漸

-2-



次，東は音威子府J1!，西は)(塩川に向って降下している° ~II稜中蛇紋岩の分布地域

は，比較的に広尾恨の干坦な地形としてあらわれて，岩層分布が地形と密接な関係の

あることとしめしているっ蝦夷層昨の分布地域でも，比較的硬度の高い萌幌層の砂若

は，神居山 (367 m) より市に連なり，西に傾斜両をもっ見事な山稜として具現され

ているつ

また蝦夷層群中比較的に軟かい泥岩を主体とする佐久川層，同長11良jk;内層およびオ

ソウシナイ層の分布地域は，低平な丘陵性\11地をなしている。地域北西隅に第三紀稚

内層の分布地域には，硬質頁岩の分布地域に特有な，円頂覆盆状の丘陵性山地が連続

している。

地質構造線もまた，この地域の地形構成に重要な役割を演じていることは，共和閃

幅と同様である° A塩川に注ぐ南北性の沢の大部分は，これらの構造線にそった断層

谷あるいは断層線谷で，その流路が直線的である。物満内Jl I，頓別坊川，あるいは志

文内川もその例である o )(出Itl川の地形l司をみて，一番奇妙に感ずることは天塩川の

流路である。在威子府方面がら東西性の流路をとって丙流する天塩川は，飯島および

神路附近で 2 度きわめて持異な屈曲をしめし，さらに佐久においては，急転して 90°

の角度で北に向って流れる。子千威子府までのk塩川は南北性の流路をとって，北流し

ているので，官威子府，佐久の聞におし、て，雫知層群をふくむひじように硬度の高い

岩)習を，胴切りにして流れていることになる。また宮威子府以南，佐久以北の天塩川

第 1 図 佐久橋附近の天塩川

南，安子;ぶ内方市を望み 90° の回曲点が見られる

- 3 -



は，むしろ蛇行して，広い氾j監原をもっているのに反して，音威子府一佐久の東西流

路におし、ては，凶j岸，1/乞立して，渓谷状を呈している。飯島および神路の特異な屈曲は，

断層に沿った弱線を流路としたものであり，南北方向の天塩川の流路もまた，断層に

左右されていることは明瞭である。

III 地質

III.l 地質概説

この地域の地質村状|又lは，次にしめした通りである r 基盤を構成している志文内川

層およびパナクシ川屑は，空知層rf 上部の主夕張陪のものに対比され，前者は主とし

て輝緑凝灰岩よりなり， f走者は梗砂岩， f圭質頁岩，チャートなどよりなる。これらの

rIt期岩類は，鬼刺岳およびベンケ山を結ぶl干j北性の山陵線を構成し，蝦夷)吾 iifの大き

な背斜構j吉の中肢として分布している c この背料構造にそった断層帯の弱線を通って

蛇紋官が蕗1 1\する)

蝦夷系は， }-.!il ド蝦夷層{刊にわかれ，下部蝦夷層群基底の小野寺層は，宅生u田市を

不整会合におおい，上位の神路層とは整合する(小野寺層下部の不整合は，佐久川ヒ流

およびへチクンナイ沢の土流におし、てみることができる。神路層は，砂有，頁岩の互

層，および頁岩層よりなり，砂岩は硬貨，互岩は庄質で、ある c 中部蝦夷層群下民の萌

I幌層は，主として組粒ないし中粒の砂官よりなり，いわゆる胡幌型砂岩として，頁岩

の細角片を多量にふくむ層準があり，下位の神路層との聞は、jf..行不整合と考えられ

る c 崎l幌層の上位は整合的に白地層が重なる。この地層は虫色兵岩を主体とし，比較

的ド位に堅い珪質の凝灰岩層(通称「はね石J) をやJ枚も挟んでくる層準があり，野外

における良好な鍵層となる。その上位は佐古丹岳層であって，標式地においては，下

位ーには，砂岩頁岩の互層および灰緑色の玉葱状構造をもっシルト岩よりなる 100m 内

外の部分があり，それから tは，持徴のある板状砂岩層が重なる。佐久川層はその上

(立に整合する massive 灰青色の泥岩層で所々黄緑色のシルトの薄層および，灰緑色の

凝灰質シルトを挟有している。佐久川層の行立は，中部蝦夷層群最上部の佐久層が整

合する。この佐久層を堆積輪廻から上部蝦夷層群の基底と考える人も存在する c 佐久

層は佐久砂岩層として知られるもので，きわめて持徴のある砂岩頁岩，の:正層で，こ

の地域では，砂岩部が喋質となっている場合が諸所に存在する。

上部蝦夷層昨は，西知良;志内層からはじまり，下伎の佐久層とは整合である。この

- 4 -



地層は massive の暗灰色の泥岩層で，諸所に，軟かい灰緑色凝灰岩の薄層を扶有して

いる。岩桐的には，佐久!曽 r-位の佐久川層と，まったく区別のつかないところもある

ので，産出化イ iが異なることで区別するより，仕方のない場合もある。両知良志内層

の上位は大曲層で，比較的堅い砂岩層と瞭岩層よりなり，諸所に頁岩を挟んでくる。

佐久層の砂岩とは似ているところもあるが，野外では比較的区別しやすいc オソウシ

ナイ層は蝦夷層群の上限層で，下部は化石の豊富な暗灰色頁岩層で諸所にシノレト質の

部分を挟んでいる。ほぼ中央部に 30~100cm の軟かい)火緑色の凝灰岩層を挟有す

る c 中部は陪灰色シルト岩で上部は，青緑色， };J(緑色の和l粒砂岩が主体をなしてい

る。これらの岩層は，産出する化石と岩相とから，明らかに，すで、に規定されているオ

ソウシナイ層と一致する。北に隣接する敏白二失II図 II屈の熊木同体のれに HI ， Hz , H3 と

して函淵層iif として取J交われている部分は，この凶幅の北東隅に延びてきている。こ

の層序は，宗谷l叫幅，知来日Ij凶|幅および共和図Ilf高など既刊の凶III両 Ii，に，陸j1~~層群に対

比されている安ill層群の岩桐とは完全に異なり，オソウシナイ層のそれと一致する。

この凶|隔でオソウシナイ層の最上部として取扱った砂岩層は，前記既刊 31斗幅で“泥

クヒ砂岩"として取吸われているものと一致する。オソウシナイ屑の上部は，この凶

Ilf両市西隅で，安川層群といわれる函淵層群相当層と不整合で接する c 安川層群のド!氏

が，オソウシナイ層と部を 700~800m 自Ij剥して，これをおおっていることが，知ら

れている。安川層群のト部は雑色砂岩といわれる砂岩を主体とする岩層で， 上部は砂

岩，頁宥の細かい互!再である c これが北海道中央部の函淵層群と，層準的に完全に一

致するかどうかは，まだ研究の余地がある υ しかしいちおうそのどこかの層準に該当

するものであろう。

新第三紀層は，築別居 i事とされている大和層，榛木沢層か地域の南西隅に安川層群

を不整合におおって存在し，その上位には，古丹日Ij層が不整合関係で重なる。稚内層

は主として硬質頁岩層よりなり，地域北西部に分布し，安川層群の一部を基底喋岩層

をもって直J妾不整合におおう c したがって，この部分には，築別層準の上記 2 層と古

丹別層を欠く c 声問層に対比される軟質泥岩層は，一部稚内層を整合的におおって存

在する。河岸段丘は， ).;.出川および安平志内川に 2段の段丘がみとめられる。火成岩

中 高橋巧二 天塩安平志内川流域における安川層群(I.、わゆる函淵層群)下底の不整

合について地質学雑第 65 巻第 768 号 1959

小 III 内照・三谷勝利・高橋巧二共和図幅 北海道開発庁 昭和 35 年 3 月 (1960)
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としていちじるしいものは，蛇紋岩であって，すでにのベた中央部大背斜軸断層にそ

って，細長く露出するものと，その京に蝦夷層群の Ijlの大きな l干j北性的i帽にそって，

分布するものと存在するつ輝結岩および輝緑扮岩は，空知層群の分布|正j或にみとめら

れ，私品目川および鬼刺川には空知層群を貫ぬく扮岩類が存在する。玄武岩は，佐久

川の南の沢で佐久川)習を員ぬいて，わずかな分布をしめしている。

III. 2 地質各説

III.2.1 下部白霊系

III.2.1.1 空知層群

この地域の主主盤岩として，鬼刺岳から物満内川にかけて III 両手 )4.5 k の地域を主要分

布地域として，空知層群が蕗 IIJ する。この層群は，さらに北に延びて天塩川を横断し，

漸次その!隔を減少しながらペンケ山まで延び、るつこれらは，一部蛇紋岩に貫ぬかれ，

あるいはおおわれて，ベンケ山のように蛇紋岩中に孤立して存在するものもある。さ

らに，この地域の中央北限には，北に隣接する敏音知['SI1jJ両からの延長部がベンケ川の

北支流に高/1\する。これらは，空知)出洋上部の主夕張陪に該当するもので，岩相上，

ff 立のものを志文内川層，上位のものをパヲクシ川婦と呼ぶ。

1志文内川層 (SrI)

主として輝緑凝!長岩および輝緑岩からなり，時にチャートを挟有している。物満内

川，鬼刺川，琴平Jjから l有占天塩川にかけての山稜，および，ベンケ山を構成してい

るの II音緑色または暗赤紫色で細粒質のものから粗粒質のものまで，いろいろな粒度の

ものが存在し，ときには角喋状をなすものもある。輝緑岩は，各所に輝緑凝灰岩とは

境界不明の移り方をして存在する。まれにチャートを挟有する。層厚は，少なくとも

300m 以上と考えられる。この地層は，共和図III両のおおよび敏音知凶幅の 51 に対比

されるコ

鬼刺川支流の背斜構造の中核をなして露IUするものには，枕状節理がみられる。

2パナクシ川層 (Srz)

主として硬質烏糞{i少岩，珪質頁岩ーからなり，諸所にチャートを挟有している。一般

走 lムj は NNW で，鬼刺川では，志文内川周を下にして，南北性の背斜構造がみとめら

れる J 鬼 ~HJJ暑の起源地である，鬼刺岳一市を構成しているものはこの地層であって，
(1)

鬼刺岳の頂上附近にある大きな転石は鈴木守によって粗粒輝緑扮岩とされた。鬼刺川

には，この地層と 51 との境界間近に，扮岩が岩床状をなして注入している。この地周
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中のチャートには， Radiolaria がふくまれている。一般ノE向は SrI と同じく NNW で

あるが，多数の断層で「モザイク」状に切断されている。全層厚は，おそらく 300m

内外と推定される c

III.2.2 白霊系

この地域の大部分を占めて分布し砂計，頁岩，蝶岩，凝灰岩などから構成される。

全層!?:が約 5 ， 500 m におよぶ，膨大な恥間関で，多数のアンモナイトやイノセラムス

を庄し，産 11\ 化イ iから，官， {nit からへトナイ ilt におよぶものとされている。 上部を安

川府町" ト了部を蝦 ~J 丹若干にわける(

III.2.2.1 蝦夷層群

J: ，中，下汗蝦夷府群が悼式 1'!'- .1に発注するこの地域は，多くの研究者によって 1調査

されているつとくにその化石による分市'は，松本達郎によって完成され，北海道にお

ける一つの基準となっているハ空知層群と蝦夷同計との関係は，従来いろいろと l論議

された問題であるが，その整合，不整合について，筆者は最近，それが不性合である

ことを明らかにしたづその資料となった世要地点、は，この地域の佐久川1:流およびベ

チクンナイ川の上流で-ある

A 下部蝦夷層群

ト-部蝦夷層 1il は， l~-f\ 'z:より小野寺岡と荷 i路!再にわけられる。この地域中央部の空知 l

層昨の再出地の両側と市北方向に連なって分布し，一部は東南|高の天塩 illlt iJ ;f: に，ま

た一部は北部ベンケ JII の支流に， Ii政背知|司 ill 長からの延長部として存在する。化石の麿

Ifjは，きわめてまれであるの

A·1 小野寺層 elYI)

北海道 1+' 央部，空知地域の'点!1i nル~~+に対比されるこの地層は，本州、|区分の宮古 Ill: 古野 j

Neo('omian-Aptian と考えられている〔佐久川 r: 流における本層の層!子は上位より

制粒質時灰色砂三 :'KJ 100m

暗灰色砂岩と時灰色頁岩五日 20m

汚緑灰色巾 *Jl: 砂干;-用 100m
>300m

砂岩頁岩立回 50m

汚緑色粗粒砂岩田 20m

主主底磯岩層 2~10m

である Jt底記者岩層は走向 N 20
0
E，傾斜ほとんど、垂直で，下位における空知層群ノミ

ナクシ川層の阪緑色硬質頁岩層と接する。礁岩層中の礁は，空知層群 I!' の赤色チャー
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ト，緑色チャート，硬砂岩，輝緑凝灰岩ーなどよりなる径 2~3cm 大のもので，分級度

はきわめて思い。 拶結物は汚緑灰色の粗粒砂岩で，下位のパナクシ川層中の硬砂岩と

は明瞭に区別することができる。

一方，この下にくる空知層群は灰緑色硬質砂岩 (1 m) で，その下は鳥糞状の砂岩

第 3 図佐久川上流における小野寺層基底礁岩

第 4 図佐久川上流における小野寺層基底礁岩
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。 2

第 5 図 佐久川上流における蝦夷居基底の不終合

層があり，次に，禄色チャートの層を隔てて志文内川層の輝緑凝灰岩層となっているの

この基底喋岩層の南方延長吉[\は，反臨川の支流ベチクンナイれの上流二股左沢にあ

らわれる。ここで，基底醗岩層と直接するものは，緑色チャートおよび赤色チャート

で，わずか数 m で輝緑凝灰岩層があらわれる。この地点から南では，断層のため基底

瞭岩層をふくむ小野寸z層は露出せず，上位の神路層が輝緑凝灰岩層と断層で接触して

いる。これらの接触地出における小野寺層と空知層群は山、ずれも，走向 N 10--200 E,
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傾斜は垂l白で，走向傾斜は異ならないが，基盤の空知層群のつき方が異なっているこ

とと，パナクシ川層が，せいぜし、 100m の厚さしかないことなどから不整合と考えて
(九〕

差支えないようである υ 最近の藤井浩二による富間層準の地層の岩石学的研究では，

そのド位に不整合が考えられるとのベ，松本達郎とともに富間層準の砂岩の構成物質

について， しらべた結史:，基底際岩，砂岩の堆積時にはいわゆる神居古謂帯の一部が，

すでに地背斜的行動にはいったであろうことを推定している。オカオナイ沢に露出す

るこの地層は，断層でパナクシ川層と接し，基底喋岩部を欠いて，その上の砂岩部が

チャートと直接する c しかし，その東側の小U沢〈には，喋岩の転{μiがカかミなりみられる O

NS カか冶ら N5叩OOE の走向をもつて W に二

路層の細互!層再部と J長妾しし，その市の延長は，鬼刺川の上流部にみられる。この凶幅最北

部の，敏奇知図III面よりの延長部になるべンケ本流には露出せず，むしろ，より上{立の

白滝層や佐古丹岳層が露出している。したがって，この間には，かなり大きな東西性

の断層を，推定しなければならなし九

A.2 神路層 (LY2)

小野寺層の上に整合する層厚 400-500 m の黒色頁岩を主体とする地層で，図面上

の分布では，かなり厚層になる。しかし実際には，数多の断層による重複と考えられ

る仁この地層の下部は砂岩，頁岩の細互層で，砂岩は暗灰色，堅硬， しばしば布解石

京 6 図 知良志内川上流における神路層巾の民青色凝

灰岩(l σm 上)
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細脈の貫入をうけている。頁岩は黒

色， f長質で段角ある丹冊状に破砕す

る。その上位には暗!天色の塊状シルト

岩があり，ときに，玉葱状構造をし

めしているつこの中には，砂岩の 10~

20m の厚さのものを介在することが

あり，まれに，石灰岩団塊を挟むこと

があるが無化行であるの上部は頁岩優

勢の砂岩， f(岩の互層で， 1em 内外の

灰青色凝灰岩を侠有する。

この地層は，地域中央部の空知層群

の西側前両に， )，:.塩川を横断して市北

方向に分布している三知良志内川，佐

久JII ，琴平川などの上流地域にみられ

るが，最北部のベンケ川本流にはあら

われない。この地層の一部は，空知層 第 7 図神路駅南側の吃収した神路層の

群の山稜の東側に背斜構造の東翼とし 山稜

て残存し，わずかな分布をしめしている。

B 中部蝦夷層群

中部蝦夷層群は下位より，萌幌層，白滝層，佐占ー丹岳層，佐久川層，佐久層と区分

される。全層厚は 2 ， 500m で，蝦夷層群の半ばを占める。産出化石もきわめて多く，

ギリヤーク世に当るとされている。中部蝦夷層群下底の不整合は，北海道中央地帯の

中部および南部ではきわめて顕著であるが，この地域では，きわめて，不明瞭で平行

不整合関係にあるものと推定される。

8·1 萌幌層 (MYl)

中部蝦夷層群基底の萌幌層は，きわめて特徴のある砂岩層で，暗緑色または陪褐色，

頁岩の小破片を無数にふくむ層準があって，萌幌~)砂岩として野外では良い鍵層にな

る。ほとんど塊状の砂岩層であるが，ときに，互層部を挟有することがある。中粒な

いし粗末立である。

ζ の地域においては，佐久川中流に 2 度断層で重複してあらわれ，上方は白滝層の
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下部と整合する。天塩川にそった神路駅の西ブjの神居山 (367 m) の III段を構成する

ものは，ほとんど NS の走向をで， I宥に 40~50° 傾斜し，山伎の丙への傾斜が，その

まま地層の傾斜であることが観察される。この萌l幌層の山稜は南に 515 m, 545m の

山j頁を述らねて知良志内川上流のものと連なる。ただし，この間には，ほぼ l甘北性の

断層があって，わずか西に転位する。

第 8 図 天塩川神路西方の萌幌層よりなる神居山およびその山稜

知良志内川の本流およびその支流に露出する萌 I院層は，砂官層 III に頁岩との互層部

を扶有し，走向 NS~N 10 コ E，傾斜 W 70~80° に急斜する。神路層との境界は見掛上

は整合的で，走向傾斜の変化はみとめられない。厚さは佐久川と大休同じで，ほぼ

400m 内外と推定される。本流ぞいの萌幌層は，わずかに砂岩，頁岩の瓦)曹を混えた

砂岩層の連続であるが，それと平行している南の支流では，南北性の断層のため反覆

露出し，中に，白滝層の黒色頁岩および珪質凝灰岩を挟んでいる。萌幌層はさらに，

地域東南隅に中央背斜構造の東翼の一部として，背威子府対岸に露出する。ここで

は，層厚わずかに 15m の所があり，全体としても 50m を越えない位薄化している。

東西両翼において， J壮蹟状態、がし、ちじるしく異なっていることをしめすものであるつ

B.2 白滝層 (MY2)

全体として無層理，厚層の暗灰色あるいは虫色の頁岩屑で，神路)昔の貞岩よりかな

り軟かい。比較的下部に，きわめて特徴のある珪質凝灰有掃を多数挟んでくる層曜

がある。この凝)3<右層は 5~500cm のものがあり，色は灰白，ひじように堅く，外観

は，丁度骨のようにみえるので，一般に“骨石"と呼ばれているつ
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第 9 図 知良志内川本流の白滝層の中の珪質凝灰岩(ホネ

石)の露頭

第 10 図 知良志内川木流の白地層の由来の沌

この地層 i，中央背ま|の両翼部は比較的連続して露出し，断層で切られながらも，

野外では泊路することができる。しかし東側では，飯島附近の)(塩川沿岸，物満内川

東岸および在威子府対岸にその一部がみられるだけで，天塩川北岸地域で、は，それよ

りもはるか上位の地層が露出する。

((i)

この地層は，かつて筆者が，天北中生層の区分を試みた際に，向滝層の主部として
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取扱ったものである。筆

者は，前記の萌幌)雷を萌

幌砂岩部層として，白滝

層の下部とし，後述する

佐古丹岳層下部の主層部

を， I民丹川部層として，

白滝層の上部としたc こ

の区分は，佐久JIl，西知

良志JIl，天塩川本流で

は，岩相上の区分が容易

第 11 図佐久川流域白滝居中の珪質凝版岩層 にできたのであるが，パ

ンケ川や音威子府凶幅地域では，地層の擾乱のため灰分できず，この図i隔では，いち

おう IUlx:分にしたがっておし、たc

Bｷ3 佐古丹岳層 (MY3)

白滝層の上位に整合する.主として砂岩層よりなる層厚 300m 内外の地層で，その

下部は，板状砂岩および頁若層の互層で，砂岩は灰褐色でかなり堅硬である。ときに，

厚さは 10m に達するものもある。上部は，砂岩とシルト岩の互層で，砂岩の量は下

部に比較して少ない乙
(li)

筆者のかつての区分では，この下部を白滝層にふくめて咲丹川部層と称し，上部を

佐古丹岳砂岩部層として，佐久川層の下部にふくめた。この地層は，中央背斜西側に，

白滝層の外をとりまくように南北性に分布し，西に傾斜している。しかし， I斗幅北部

のペンケ川では，一転して東同性の走向で南に傾斜する c 背斜東翼部のものは，南方
(7)

共和図幅よりの連なりが，物満内川上流にみられる。また，古威子府対岸には，青威

子府図 III高よりの連続がみられる。

8·4 佐久川層 (MY4)

古くから佐久川泥岩層という名称でよばれていた通り，厚層，無層理の暗緑色， ま

たは暗灰色の泥岩層で， 500~800 m の層厚をしめす。宕相は，上部蝦夷層群最下位

の両知良志内層と，ほとんど、区別のつかない所もあり，調査に際しては，産出化石に

よる区別と層序の重なりに. 注意しなければならない。この地層からの化石では

Anagaud ηceras sacyaFORB が比較的よく産出するので判定に役立つシ
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佐久川流域におけるセクションでは，この層準に該当する範囲は，ほとんど露出の

ない低平な台地状をなしていて，断)j-的な泥岩層の崖がみられるにすぎない。天塩川

流域においても同様，この地層の分布範囲に露出がすくない。知良志内川では，本流

にも支流にもともにこの地層はきわめてよく露出して，岩相の重なりが明瞭にみられ

る υ ここでは，南北性の走向をもった泥岩層が，丙に 40~60° 単科し，下位の佐占ー丹

岳層から上位の佐久層にし、たるまでの岩相の，移りかわりがよくわかる。この断面で

の下位は， 2~5cm の軟かい凝!グく岩をともなった暗灰色泥岩層で，諸所に石灰岡塊を

ふくんでいる。団塊中には化石が発見される。中部は諸所に砂質シルトを挟んでく

る。上部の泥有居中には

Desmocerasjoρonica YABE

InoceramusyabeiNAGAOetMATUMoro

Anagaudrycerassαcya FORBES

を産出する。この地層の北延長部は，中川村の束にはいる沢によく露出するが，断層

のため，東あるいは丙に傾斜する無層理泥岩層で，その上ド関係はよくわからない。

またこの地層は， )~温川の対岸佐久学校の沢から中野の沢およびルベシベ越の沢をへ

て安川附近にまで連なり，北は豊里の沢の下流地'市にまで延びる。ここでは定向は南

北性に近く，東および西に 40~60° の傾斜をもち，多数の断層にはさまれた中に小摺

出i をくり返し，かなり広範囲に露出する。

この地層は，音威子府北大演習林の西山嶺に佐久層の下位に，蛇紋岩と断層で接し

て小部分露出する。筆者は道路の切割巾から

Anagaudrycerassacy σFORB.

をえたっ天塩川丙岸地域のこの地層は，安 ) II から，ルベシベ越の沢，中野の沢，学校

の沢，豊里の沢と南北に連なり，大きくみると佐久 JII ，富和の佐久川層と 1 向斜構造

をとり，中核に細長く佐久層の砂岩を露出させる。この丙岸の佐久川層は小さな 1 (Jl]

斜， 1 背斜がみとめられ，その北延長は，細長く大富附近にまでのびる。

B·5 佐久層 (MY5)

中部蝦夷層群の最上部は，佐久砂岩層として知られる砂岩， tf 岩の互層で，この地

域の佐久が，その標式地であるのきわめて持徴のある互層で，野外でのよい鍵層とし

て追跡される。

この地層は，中央背斜の西側では砂宥，頁岩の互層であるが，東側では，いちじる
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第 12 図 佐久橋西側の佐久層の互層部

しい瞭岩部が発達する。この喋岩部

は， 上部蝦夷層群'+1の大曲層の中の陳

岩部とよく似ているが，前者の化行が

ほとんどアンモナイトとイノセラムス

であるのに反して，後者には Ostrea が

密集する。

中央背斜東翼部は，物満川下流から

頓別坊川に露出し，蝶岩部が顕著なこ

とを特徴とする。頓別坊川入 ~]Iy付近の

走向，傾斜の乱れた砂岩層の中には，

海草の化石と思われる痕跡がふくまれ

ている σ この頓別坊川にそって，両側

を断層で切られる細長い砂岩・頁岩互

層部は，ノ七向傾斜がまちまちで，東側

は西知志内層に，また西側は，空知層

群のパナクシ川層と，それぞれ断層で 第 13 図 西知良志内川の佐久層の互層部

接する。物満内において，天塩川を挟んで、南北に分布するこの地層は一見，そのまま

つながるようにみえるのであるが，傾斜は正反対で，おそらく，向斜構造のこわされ

たものと推定される。
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中央背斜西翼部は，ペンケ川下流から南に，天塩川にそって分布し，天塩川 l を佐久

附近で償ぎって，知良志内川下流地域に連なっている。天塩川と安平志内川の合流点

附近で，西知良志内層を中核とし，佐久川層を外核とする 1 向斜構造がみとめられる。

天塩川西岸には，学校の沢，豊里の沢，などに南北性の断層に切断された摺曲の一

員として，佐久層が，きわめて複雑な形で露出している。

C 上部蝦夷層群

中部蝦夷層群に整合するし900m にわたる累層であって，下位より，西安11 良志内

層，大曲層，オソウシナイ層にわかれるコきわめて化石の豊富な層準であって，保存

良好なアンモナイト，イノセラムスを多産する。中央背斜の東西両側に南北性の分布

をしめし，数多くの断層で切断，転位され，モザイク状に露出している。

c., 西知良志内層 (UY1)

無層理)享層の暗灰色泥岩層で，諸所に灰緑色軟質凝灰岩の 2~5cm のものを挟む，

岩相は佐久川層とまったく類似している c 全層!手は 500m 内外である c

中央背斜西翼のこの層は，知良志内HI，安平志内川下流の東岸に向車q構造をして，

下位の佐久層から連続して露I/Jするものと，)(塩川および安干志内川の西部に複雑な

断層および摺山をうけ， レンズ状または鱗片状に露出するものとがある。いずれも，

一般走向は NS 性で，傾斜は 30~60° ， 南北住の摺曲を反覆する c

中央背斜東翼において頓別坊川の東岸地区に，佐久層を下にして分布するものは 1

つの向斜構造のくずれと考えられるが，この構造の南延長が，物満内の天塩川を侠む

佐久川層p 佐久層および西知良志内層の各層の反対傾斜のものが相接する構造として

具現されたものと解釈する t その東方に，蛇紋岩の細長い南北性山陵をへだてて分布

するものは，この向斜構造の東翼の重複であって，音威子府i司幅から連続してくる佐

久層を下にし，大曲)曹を上とする一連の地層が南北性断層で，何同も重複露出するも

ので， lnocercmusuwojimensis を多産する層準がある。

c.2 大曲層 (UY2)

主として瞭岩，砂岩の互層で，諸所にシルト岩を扶有する層厚 100~400 m の地層

である。天塩川西岸のルベシベ越の沢では一番薄く，中央背斜東翼部の上音威子府附

近では最も厚いと砂岩，機岩の互層部は，一見佐久層と類似しているが，大曲層には

しばしば Ostrea がふくまれているご上自二威子府両方の大曲層は，主として喋岩層より

なり，礁はチャート，粘版岩，硬砂岩などの小豆大のものが多く，やや凝灰質の組粒
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砂で眼精され，喋岩層に 2~7cm の凝灰岩層をはさむことがあるコ喋岩j曹は，砂岩層

と横に移過し，比較的連続性に之しいっ

ときに，砂岩，頁岩等量の互層をはさむことがあり，そのような所では，佐久層と

の区別は，なかなか困難である ο

天塩川および安干志内川西岸のものは，市ーから北に厚さを減じ，ルベシベ越の沢で

は，せいぜ、い 100m にすぎない。しかし，さらに北方豊里の沢になると，ふたたび増

加して， 300m 内外になっている。佐久学校の沢では Ostrea の密集している所があ

るが，そのほかの化石は，ひじように少ない。

Cｷ3 オソウシナイ層 (UY3)
(:1)

この地層は，上部浦河世から下部へトナイ世におよぶものとされている。松本達郎

Cl)

の分煩によるIl k， IIId, IIIe に相当する。高橋功二は安干志内川流域でこれを 5 分

し上位より次のようにわけているつ

V “泥クヒ"砂岩層 500m土

IV シ jレト岩層 250m

III 砂岩，凝灰岩互層 70m

II ""7~ル帝 350m

I 泥岩層 400m

この図幅では北東隅，中頓別町内にはいる熊本団体の沢の上流地域で，ほぼ完全に近

い層序がとれる。ここでは長下部と最 I二部が幾分欠けるが，次のような層序となる O

上部…無層理，緑灰色砂岩，頁岩片入暗緑色砂岩，暗灰色シルト岩等よりなり

Inoceramusja ，ρIJnica を含む。いわゆる“泥クヒ"砂岩に相当する。

400m 十

中部…二1:窓状構造をもっ暗灰色シルト岩を主体とし Inoceramus schmidti,

Patella, Echinoid， をふくむ。 200m

下部…暗灰色頁岩，細粒砂岩ときに喋質となる，砂岩頁岩互層， 30~100cm の

凝灰岩(灰白色)などよりなり

Inoceramlisschmidti , Inoceramusjaponica, Patella をふくむ。 400m+

上部は高橋の V に，中部は IV に，下部はそれ以下の地層に相当する。その他の所

では，断層による切断や重複，または露出不良のため，良好なセクションはとれなか

った。

中央背斜東翼部のこの層は，まえに記した熊本間体の沢の上流に， 1 つの向斜構造

をしめして分布する。この地層は，北に隣接する敏青知図幅では HI ， H2, H3 の分布

- 19



区域で，函淵層群に対比されているが，すでにのべた通り，明瞭にオソウシナイ層に

対比され，この区域では函淵層荷に対比される安川層群の露出はない。背斜西翼部で

は，天塩JII ，安平志内川の丙岸地帯に，ほぼ，南北方向に安川層群を上にして分布する。
(リ)

安川層群下底の不整合が，この地層を削ってくる割り合いは，高橋功二によれば，学

校の沢におし、ては，オソウシナイ層の III ， IV, V の 3 層準が，またルベシベ越の沢で、

は， IV, V の 2 層準が，チカウシナイ沢では V の大部が，削られているといわれる。

このように，安川層群下底の不整合は，北にゆくほど削剥の度合いが大きくなり，最

大 800m に達するといわれている。

III.2.2.2 安川層群 (Ya)

この地域の白望紀層の最 t部をしめるもので，松本達郎によって函淵層群とよばれ
(10) (11)

た。その後，猪木幸男の敏音知図幅でも，田中啓策の上猿払 l司幅でも，この名称が用

いられている c 高橋功二は 1959 年，安平，志内地域のこの地層に対して，安川層群とい

う名称を提唱しその下底の不整合を論じたことは，すでにのベた通りである c 高橋

功二の安川層群は，松本達郎の商淵層群の全層をふくむのに反して，上猿払，敏音知

同j凶幅の函淵層群は，その巾にオソウシナイ層の上部をふくめており，その区分から

いえば，上猿払図 IIJ長の Hl~H3 ，敏音知凶幅のI- h~H3 は，オソウシナイ層上部の泥ク

ヒ砂岩をふくむもので， H4 だけが，おそらく安川層群に対比できるのであろう。しか

し，この安川層群が石狩，空知地域の標式的な陸 j淵層群と，全面的に対比されるもの

か，あるいは，その，ど、の部分に対比されるのか，現在のところでは，まだ決定的で

ない。ただし，標式問削層群のどれかに対比されることは，間違いなさそうである。

標式地の闘淵層群は下位の上部蝦夷層群とは，まったく整合的で，層序上では不整合

を見出すことはできない。また，その函淵層群は下部は陸成ないし，汽水性で上部に

至って海成層となっているが，安川層群は浅い海成の堆積物と考えられる。函淵層鮮

のこの陸成と海成の両層の聞に，不整合がなし、かと考えられたのであるが，この点も

まだ確証をえない。

安川層群下底の 800m におよぶ削剥がある一方，この不整合を侠んで上下両層に

Met σ:ptacenticeras subtilistriatumlIMBO が発見されている。このアンモナイトは，

大体， LowerHetonaian と考えられ，比較的 Range の短し、ものである q したがって，

安川層群下底の不整合も，時代的には，その大きな意味をもつものでないとも考えら

れる。これらの点は，今後さらに研究を要する問題である。

- 20-



CD)

安川層群は高橋功二によって，標式地である安川附近で Yl~Y5 にわけられている。

大部分は灰緑色，あるいは青灰色の中，粗粒砂岩で，蝶岩および泥岩を扶有する。砂

岩は，いわゆる雑色砂岩と称せられるもので ， Met α'Pl acenti cerrzs は Y4 の層準に， ま

申

た Steinmanella (Y 診harella) deckeina(KUBOTA) は，この地域のルベシベ越の沢で，

ぐ12)

Y4-Y 5 の層準に産したものと推定される c 岩層の堆移はかなりはげしく，各沢のセ

クションは一致しない場合が多い。この層群の分布は，地域西端部に南北性に延び，

北部では稚内層の基底醗岩に，南部では築別層準の大和層に，不整合におおわれる。

南部の露出地では，安川西部において，顕著な向斜構造が 2 つ，背斜構造が 1 つみら

れるが，ほかの区域では，西 l訂単斜構造をとる。また北部の大富の沢では，東傾斜の

この地層の上に稚内層がのっている。

III.2.3 新第三系

この地域の西部，天塩川，安平志内川の西側山地には，自主紀層を不整合におおっ

て，小部分露出する。これらの第三紀層は，築別層準の大和層，榛木沢層と増幌層，

稚内層および声問層である。これらの各層の主な露出地域は，敏音知，遠別，共和な

どの隣接地域で，この|司幅には，それらが，ごく小部分延長しているにすぎない。

これらの第三紀層は，大和層下位の不整合は別として，増幌層の下位にも，稚内層

の下位にも顕著な不整合がみとめられる。これらの内，とくに注目する必要のあるも

のは，稚内層ド底の不整合である。北海道の全体をつうじて，とくに北部北海道にお

いて，稚内層の下底の不整合はひじようにいちじるしい。この凶幅におし、て，北部大

富の沢で，稚内層の基底喋岩が，増幌層，榛木沢層および大和層を欠いて，直接安川

層群をおおっている事実がある。一方，南部では安川層群の上位に，不整合関係で，

大和層，榛木沢層，増幌層と重なっている。この間の距離は 8km 内外で，その問で

I ， OOOm に近い地層の欠除がある。これについては，いちおう，大和層，榛木沢層お

よび増幌層の堆積当時に，一つの Barrier があって，稚内層堆積時になって，初めて

海がつながったと解釈されているの一方，遠別図幅の調査者の一人である秦光男によ

れば，同図幅内において，稚内層が，大和層，榛木沢層，増幌層と順次，削っている

状況がみられるという c したがって，一部削剥があ勺たであろうが，全体としては，

稚内海の Transgressive overlapping の結果と解して差支えないであろう。

中 窪田薫 (1952) に対して中野光雄(1 958) が再定義したもの
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III.2.3.1 大和層 (Yt)

この図幅の南西隅に，安川層群を不整合におおってわずかに露出する。全層灰緑

色，あるいは灰紫色の中，粗粒砂岩で，某底部に傑岩層がある O マール団塊をふくみ，

多数の海棲化石をふくんでいる。この地層に関しては，既刊共和図中高において詳細に

のべられているので，ここでは省略する。

III.2.3.2 榛木沢層 (Ht)

下位の大和層とは漸移し，大和層の砂質相から泥質相に移る所を境界としたっ大和

層と同様，きわめて小部分の露出があるにすぎない。図幅市丙隅に，大和層の上部を

しめてみられるが，共和凶幅の延長部に当たる。すでに共和図幅で詳細に記載してい

るので，ここでは省略する。

III.2.3.3 増幌層 (Mp)

共和凶幅においては古丹別層としたもので，天北地域では，一般に増幌層とよばれ

る。砂岩，喋岩，泥岩，喋岩などのきわめて不規則な乱堆積層で，下位の榛木沢層と

は不整合とされている。この図|隔内の分布は，南西隅に，わずかに片鱗をみせるにす

ぎない。

III.2.3.4 稚内層 (W 取)

稚内硬質頁岩層として知られるこの地層は，稚内方面から厚層，無層理の)1<.褐色頁

岩として南に延び，この地域では，北西部の大富の沢およびコクネップ沢附近に露出

する。大富の沢において，安川層群を直接不整合におおうことは，すでにのべたとお

りである。この地層は，岩相上，上下 2 層にわけられる。下部層は 50~100m で，基

底部に操岩層をもっている。大部分は暗灰色砂岩で，植物炭化片が散在している。多

少浮石質の部分もあり，シルト岩やシルト質長岩を挟んでいる。上部は，いわゆる硬

質頁岩層であるが，稚内，宗谷方面の標式的なものからみると，一般に泥質である。

上方は次第に泥岩部を増し，上位の戸問層と移化する。全層厚は， F部をふくめて

500m 内外と推定される。

III.2.3.5 声問層(附)

稚内層の上部と整合漸移し，軟かい暗灰色泥岩を主体とする。この地域て、は，北西

部にわずかに稚内層とに重なって露出し，誉附 ;IT では 1 向斜構造がみとめられる。こ

こでは層厚 200m 余と推定されるつ

Ill.2.4 第四系

- 22-



天塩川および安平志内川の流域には段丘堆積物と，沖積地および現河床堆積物がみ

られる。天塩川の段丘堆積物は，中川村附近の西岸地域にはかなり広い堆積がみられ

るが，ほかの地域では，河川の流域日狭小な分布をしめすにすぎない。

III.2.4.1 段丘堆積物

河岸段丘が発達しているのは，天塩川および安平志内川で，ほかの河川にはみられ

ない。この段丘には，上下 2 段のものがある。いずれも砂喋，粘土層から構成されて

いる。高位のものを第 1 段丘堆積物，低位のものを第 2 段丘堆積物とよぶ。

A 第 1 段丘堆積物 (DIt)

安平才、内川流域および尺頃川流域には，標高 40~60m の所に，砂，喋および粘土

からなる段丘面が残されている。所々破壊されていて連続面を追跡することはできな

いが，天塩川の豊里地区では，第 2段丘面上にのっている。雑然とした砂，礁，層の

中に，レンズ状に粘土層が挟まれており，礁は円礁の径 5~lO cm 大のものが多く，

まれに 50cm 以とに達するものもある。

B 第 2 段丘堆積物 (Db)

天堀川の大部と安平志内川の一部には標高 10-30m の平坦面を成構して分布する

段丘がある。 礁，砂，粘土からなり，分級度は第 1 段丘地;積物よりさらに，雑然とし

ている。

III.2.4.2 沖積層 (AI)

現河床および氾濫原を構成する堆積物で，砂，磯，粘土からなっている。天塩中川

北方の広い低地帯では，泥炭の薄層がはさまれる。

III.2.5 火成岩類

火成岩類の分布が比較的すくないこの地域では，蛇紋岩，扮岩類，玄武岩脈がみら

れるにすぎない。空知層群の II' には輝緑岩がみられるが，それと輝緑凝灰岩との境界

が不明瞭であるので，地質問には除外した。

Ill.2.5.1 蛇紋岩 (Sp)

図幅中央部に南北方向に走る空知層群の山稜は，大きな背斜構造の中核をなすもの

で，その背斜軸にそった断層に細長く蛇紋岩の道入体がある。この岩体はさらに北に

延びて， 1政官知図幅の中央部に広く拡がる蛇紋岩体と連なるもので，ベンケ山は輝緑

凝灰岩の捕獲岩のような形で存在している。その東に平行して，さらにもう一連の蛇

紋岩市があるこの岩帯は，蝦夷層群の中の南北性の破砕帯にそって近入したもので，
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南方共和図幅にまで連なるの前者の連続分体と思われる小さな遊入体が，その延長上

に蝦夷層群の中の断層線にそってみられる。以上のベた蛇紋岩とその泣入をうけた岩

層との間は，現在断層で接しているものもあるが，蛇紋岩のその後の崩れや移動のた

め，蛇紋岩粘土におおわれている所も多い。

*これらの蛇紋岩は現在，オソウシナイ層の境界にまで注入しているので，白空紀層

堆積後と考えられているが，そのrllには，古期に注入したものも存在するはずである内

(1;1)

飯島東によれば，函淵層の中に，すでに Cr が発見されるといわれていることから，

その頃には，蛇紋岩の面白したものがあったに違いない。空知層群(または神居古揮

変成岩類)への蛇紋岩の近入はおそらしその変成後の弱線にそってきたものと解さ

れるので，いわゆる神居古揮変成の少なくともある部分は，せれより古く完成してい

なくてはならないであろう。したがって，蛇紋岩の遊入も，おそらく何回かにわたっ

て行なわれたものと推定される。

III.2.5.2 扮岩類 (Po)

空知層群の露 HI 地域には，いろいろな扮岩類が岩脈あるいは，岩床状に露 III する。

鬼刺川中流地域に，志文内層とパナクシ川層の間に岩床状にはいっているものは，輝

緑凝灰岩層を中心とした南北性の背斜構造の両翼にみられる。また，これと同質のも

ので，その東方の 485m の山頂を構成するものは，パナクシ川層と志文内層の両方に

岩脈状をなして貫入している υ

岩質…灰緑色を呈する硬質の岩石で，ド i色，あるいは，桃色を帯びた斜長石の斑

品が多数みとめられるの

顕微鏡'下の観察

多数の斜長石斑品をふくむ斑状構造ーをしめす。この斜長石は， 自形の柱状

~板状結晶で，長径 O.5m 内外の大きさのものである。中性長石であり，

カルスバッド式双晶が顕著であるの全般に微細緑泥石やその他チリ状物質

のため，いちじるしく汚濁されている。その他，輝石の外形を残す縦泥石

もみとめられるの

石基は，ひじように細粒の斜長石，緑泥石，石英および不透明鉱物から構成

されているのこの大部分をしめているのは斜長石で，柱状のものと不規則

形のものが区別されるのこれは，明らかに後者が前者を置換えしているの

市 天北地域では函淵層群(安川層群)にまで貫入するといわれる。北海道南部地域

では上部蝦夷層群までその影響をうけている。
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がみとめられる。緑泥石は，これらの聞に網目状に発達している。石英は，

前記の各鉱物を置換えして不規則に発達している。その一部は曹長石とモ

ザイク状に組み合って， レンズ状，あるいは脈状に発達するものがある。

また石基中には，ほんのわずかではあるが，緑色角閃石がみとめられる。

また，この地域の中央地帯雨方の鬼刺岳の頂上近くに転石として多数散点している
(1)

ものは，鈴木守によって，粗粒輝緑幼岩として記載されている。いずれも，空知層群

の一員としてもし、いほど古いもので，おそらくは，蝦夷層群堆積前のものであろう。

III.2.5.3 玄武岩類 (Sa)

この岩石は南佐久川の南側耐の山陵を構成し佐久川層の泥岩部を貫ぬいているも

のと推定される。多数の転石が山腹に散在しているだけで，産状は不明であるが，岩

脈状をなして存在するものであろう。外観は陪褐色ないし暗緑色，轍密，堅硬で，顕

微鏡下においては普通輝石〉撒憐岩で，磁鉄鉱を散点し，行基は長柱状の斜長イ j と粒

状の輝行の流理構造がみとめられる。調査範閉内で玄武岩脈をみたのは，この 1 ヵ所

だけあって，撒隣石玄武岩に属する。貫入の時期は後白望紀であろう。

111.3 地質構造

複雑な摺曲構造，そして錯 Jをする断層，それらが結合されて牛.じたモザイク状の配

置，それがこの地域の地層分布である。

III.3.1 摺曲構造

この地域の中央部東寄りに南走性に走る基盤岩類，それを中核とした 1 つの大きな

背斜構造が，この図幅の根幹をなしている。その西側は，商に向って，漸次新しい地

層を出現させている ο もちろん小さな背斜，向斜が， I司じような南北性の方向で存在

するが，大局的には，西に行くほど上位の地層を露出させる。この小さな摺山構造の

うち，比較的大きなものには，j(店[} II と安平志内川の合流点附近から南に向って延び

る， 1 つの向斜構造がある。この構造は，同知良志内層を中核として両側に佐久層お

よび佐久川層を露出させる。この向斜構造は，断層のために重複しその東にさらに

もう 1 つ， I司じような順序で，同じ構造を露出させている。この向斜構造は，北に延

びた部分は完全にこわされていて追跡できない。さらにもう 1 つの背斜構造が，その

西にみられる。それは，安川の西に安川層 frf~ 中核として具現される。その北延長

は，学校の沢で西知良志内層を中核とし，両側に大曲層を露出させる。しかしこの

構造も，それから北へは，追跡することができなくなっている。学校の沢における小
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背斜，小向斜の連続は，これらの大あるいは中構造の附随的なものであろう。この中

構造とした 1 向斜および 1 背斜が豊里附近から北に追跡できないことに，重要な関係

がありそうだと思われる。ことに中川村東方ベンケ川における，きわめて奇妙な構造

に関係がありそうである。

この構造は，いままでの南北性の構造とに全然異なった 1 つの向斜構造が，東西性

の方向としてみとめられるもので，ぷ塩中川村のペンケ川のlIl t:流にみられる奇妙な

配列となってあらわれる。すなわち，天取川の神路附近から南北性の方向で北に延び

た神路層は，ベンケ川の南部で‘次第に東西性の走向に変わる O また一方，ペンケ川の

北側では，敏官知図幅かから続いてきている空知層群およど小野寺，神路等の F部蝦

夷層群が露出し，その中間部に中部蝦夷層群が，ほぼ東西性の走l何で並んでいる。上

記ベンケ川北側の空知層群および下部蝦夷層群は敏音知図幅にはいると，蛇紋宕に大

きくおおわれているが，東西性の構造が卓越していることがよくわかる。このような

コの字形の構造は，中央背斜の蛇紋岩貫入に断ち切られているしまた第三紀層を巻

きこんでいる南北性の構造に全然、影響を与えていないことから，かなり古い構造とい

うことができる。

第三紀層の構造は， NS-N20E-N20W とほとんど南北性に近い摺曲で，蝦夷層

群を巻きこんでいる。しかし，その構造が比較的に単調なことで，白望紀層の構造と

明瞭に区別することができる。

第三紀層が，市部では築5] 1J，古丹別の層準のものが内皇紀層を直接おおっているに

反して，北部では稚内層が基底蝶岩をもって白皇紀層をおおっていることについて

は，すでにのべたように， Transgressiveηverlapping による現象と考えられるの

であるが，一部削剥もあったであろうことが推定される。

中央背斜の東側は，こわされてはいるが，いちおう 1 つの向斜構造が残されている。

ただしそこに露出するのは，西側のような下部層ではなく， rIC!部蝦夷層群である。

下部蝦夷層群は，それと蛇紋岩帯をへだてて，東南隅にわずかに露出するにすぎな

い。その向斜構造は，西失[]良志内層を中核として，両側に佐久層が分布する。その東

側は断層にそって道入し蛇紋岩が細長く南北に延び，さらにその東に，上部蝦夷層群

が西向きの単斜構造で分布する。ただし夫臨川の南岸では，その延長部に下部蝦夷

層群と中部蝦夷層群が断層で接して分布するの要するに，中央背斜の両側は東側より

大きくこわされて，地層の分布の配列が，いちじるしく乱されているようである。
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III.3.2 断層構造

一見して市北性の断層が，ゆじように卓越しているのがわかるわその南北性の断層

も第三紀屑に影響を与えているものと，いないものとがある。すなわち，古いものと，

新しいものが，同じ方向で入りまじっていることになるへこの南北性断層のうち，最

も重要なものは，中央背斜の頂部に 1 つの断裂線となって走り，それにそって蛇紋岩

が注入しているものである。さらにその東には，もう 1 本の断裂線が，やはり蛇紋岩

の注入をもたらして，市北に走っている。これらと反対に，東同性の断層が諸所にみ

られるが，構造[内にみて，そう大規模なものではないの

現在の天塩川の奇妙な流路が，断層の影響をうけたものであろうという推定につい

ては，すで、に j也形の項て、のべたとおりである「

III.4 地史

(1) 空知層群の堆積とその陸化

塩基性の火山噴出物を主体とし，これに，砂岩， Jl:岩，チャート等をまじえた堆積

物が宅生 IJJ 也 rt' J !J 4内に堆積し，その後扮口類の注入もあり， --II'j は陪化して削剥をうけ

ているわ

この間に常生 III 首昨を巻きこんだ神円 III-{i;~ 変成が--，: mf j. なわれて，その変成れがト t~i\

蝦夷層併の htj 氏 fjij に瞭として耳 I~積している この|時化運動をト日:蝦夷 j也変とよ fl ，本

件|東北地 Hの宵古統の下部にある，官城 j告山運動に対比されるわ

(2) 蝦夷層群と安川層群の堆積

I!#. 知地向斜が分化発達した蝦夷地向斜の中に，下部蝦夷層群は;県民 Ii来れをも什て耳 t

積をはじめるヴ基底の小野寺層は粗粒層で、あるが，その上の神路層では，キ ~l* 立，網粒

の正層となり，地向斜は次第に発達をとげているわ中部蝦夷層群基底の不整合は，宅

生II ， b1 高地域で，あれほど顕著であるのに，ここでは，枠合的な煮なりをしめし地

層の欠|玲はみられないっただし中部蝦夷層群下底の萌幌屑の砂岩の穆結物の中には，

{Ifl rcr;-古河変成宮類から由来したと思われる電鉱物が大量にはいってくる。アンモブイ

トやイノセラムス動物群が多量に棲息しはじめたのは，中部蝦夷層群にはいってから

で，I:部蝦夷層群になって最盛をきわめるの中部と L部の蝦夷層群は，なんらの間隙

もなく，連続して行なわれたもののようであって，浅化，深化を反覆し， 上部蝦夷!再

群の|培化まで続いている。この間，火山活動もときどきあったらしく， Ii育所に火山灰

を降らしている〔そのいちじるしいものは，白滝層の中に挟まれている H質凝灰岩層
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のひんぱんな堆積であって，北海道のこの層準にふへん的にみとめられる。安川層群

の堆積が，かならず，オソウシナイ層の上にかぎられていることから，蝦夷層群の堆

積海と安川層群のそれとは同じ海であったであろうことが推定される。あまり時間的

な間隙はないにしても，ここに急激な削剥が行なわれ，オソウシナイ層の上部が 800

m 削余もられるような，上昇降化にともなう i判長IJが行なわれている

安川層群は，全体とたて浅海相で，ところによって，薄炭)習をレンズ状にはさんで

くることから，陣地からの供給にも，近い所にあったのであろう。安川層併の堆積後，

大規模な上昇運動で， r培化，削剥の期にはいる。この後白童期一先新第三期には，か

なり大きな変動をうけ，地屑の出ml ， 断層などがみられる(蛇紋半Jの大規模なHI: 入も，

この間と考えられる。

(3) 新第三紀層の堆積

大和層および榛木沢層と漸次堆積を初めた海侵は p 中新世にはいって行なわれ，浅

海相の砂， 1喋，シルトなどを沈澱させ，一度上昇，削剥をうけて，増幌の海侵がまた

はじまるの増幌層の海はひじように不安定な状態にあったよろで，異常な乱堆積層が

厚層をなして堆積している。この上位にある稚内層の耳 f~積が，ここでみられるよう

に， u自J妾白呈紀屑をおおっていることから，この l司幅中央部西寄りに，大和，榛木，

増l幌の各層の耳 f~積時に 1 つの Barrie. が存在し，稚内層の海になって，全部をおおっ

たという tran:' 培ressive overlapping が考えられる。しかしその恥積の途I:におし、

て，大手 ~J ，榛木および増 l幌の各層を稚内層のド部が切っている所 ~J' --却 ntE する

稚内帽の i二には，整合的に声 ~1~h 再が if( なり， この間に不連続 i両はないわ

(4) 新第三紀層堆積後の運動

新第三紀層の堆積後は， r斗唖紀後一新第三紀前と同じ IYi'AUNt] の間 Illl および l析府を

生ぜさせるような力をうけ，いちおう，現在の形となっている υ 第四紀にはい勺ての

小さな上昇は，河川に段目:を残すていどのもので，あまり大きな運動はないへ

IV 応用地質

この地域には，鉱産資源として，現在稼行されているものは皆無で‘ある。かつて，

昭和 30 年頃稼行を伝えられたべンケ山の滑行鉱床も，その'R:在を立 ~fE できるものはな

し、また， lIt 部蝦夷層群段上部層の佐久層および， 1':1望紀層最上部の安川層群中には，

まれに， 1O ~20cm のレンズ状の薄炭層がみられることがあるのしかし， これは連続
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1生がなく，企業化には程遠いものである。

石油および可燐性天然ガスに関しては，白望系油徴地として，よく知られている。

南隣接の共和|司幅内の板谷農場において，旭川市の小管，高橋の両名によって，戦時

中日産 5~1O立を汲み上げたと伝えられるが，現在は，その採掘跡がわずかにみとめ

られるていどで，その跡の水溜りには，油具やギラを確認することができる。中川郡

中川村の天塩川に注ぐ“学校の沢"，“佐久JII"，“南佐久川"，“ノレベシベ越の沢"，“知
(!el)

良志内) II" などの油徴およびガス徴は，かつて井島信五郎と品田芳二郎によって発表

されたきわめて多数のものがある。井島，品目の原図によると，その徴候個所は

学校の沢…油浸 2 ヵ j凡油臭 1 ヵ所，ガス 9 ヵ所

佐 久 )11 …油臭 2 ヵ所，ガス 2 ヵ所

南 佐 久 JI 卜・・ガス 2 ヵ j斤

中野の沢…油臭 5 ヵ所，ガス 1 ヵ所

ノレベシベ越の沢…油浸 3 ヵ所， 1ffl 臭 3 ヵ所

知良志内 )1 ト・・油臭 1 ヵ所，ガス 1 ヵ所

で，合計 44 ヵ所におよぶ徴候が，記せられている。北海道白星系の分布地域で，これ

だけ多数の油徴が，かぎられた地域内で発見された例は，ほかには存在しない。これ

らの徴候を層準的に分類すると

萌幌層…ガス 2 ヵ j升

佐久川居…ガス 5 ヵ所，油臭 14 ヵ所，油浸 1 ヵ所

佐 久 居…油臭 2 ヵ所，油徴 1 ヵ所，ガス徴 1 ヵ所

西知良志内層…油浸 1 ヵ所，ガス徴 2 ヵ所，油臭 3 ヵ所

オソウシナイ層…油浸 1 ヵ所，油臭 2 力 j舟

安川田群…油臭 2 ヵ所

で圧倒的に佐久川層中に多い。筆者は昭和 33 年~34 年にわたって，これらの油徴地

を再吟味したが，学校の沢の油徴地 2 ヵ所を確認できただけで，他の地域の油浸，ガ

ス徴，油臭は確認できなかった。

筆者の経験によれば，自室系中の油徴はきわめて軽微なものが多く，また，その油

がひじように軽質であるのである。したがって，地層の新鮮な岩石をださなければ，

みとめにくいものが多い。したがって，油徴の確認ができなかった場合にも，油徴を

否定することは軽率である。とくに油臭は，その日の天候や風によって左右されるの

で，ひじように認知がむずかしいのである。この井島，品目の採集した資料につい
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(15)

て，増井淳ーが有機物および有機炭素分の分析を行なった資料がある。

採取資料層準 分析資料個所 有機物% 有機炭素分 75

安川層群 1 0.03 0.22

オソウシナイ層 9 0.024土 0.0057 0.532士 0.071

大山田 1 0.02 0.37

西女fJ良志内層 10 0.0300 土 0.0047 0.566 士 0.063

佐久層 9 0.0255 土0.00110 0.508 士0.063

佐久川層 14 0.0243 土 0.0073 0.518 土 0.079

佐古丹岳周 5 0.018土 0.010 0.450土 0.160

白沌回 4 0.022土 0.011 0.485 土 0.150

萌幌層 5 0.028土0.010 0.552土0.160

神路間 7 0.030土 0.011 0.617 土 0.086

小野寺岡 4 0.035土 0.008 0.662土 0.100

この測定値はひじように貧弱なもので，白望系油の!原因となる頁岩の中の有機物

が，本州、|第三系油出の油田層の有機物の 10 分の 1 にも満たない数字である。しかしそ

**の後最近の石油資源開琵株式会社の資料 Lこよれば，浦河，幾春別問の三笠望層群 lドの

ものは，有機物含有量 0.26-0.49 %で，上 JC7 ミ塩方面のものの約 10 倍で，本州、|油田

のそれに匹敵する。

〉ドヰ日ド

その後，北大佐々保雄教授のもとで，天塩方面の頁岩の再分析が行なわれた結果，

上記増井の分析値が 1 桁違っているといわれている。そうすると北海道白望系油田の

油田層とみられる各層の有機物の数値は，第三紀油田層と決して遜色のないことが

明らかにされてきた。こうして，北海道の白主系油田に対する期待が，ひじように大

きなものとなってきたのである。すなわち，秋田，山形，新潟の第三紀油田の構成層

の厚さが 500-3 ， 400 m であるのにくらべて，白唱紀層の厚さは主夕張)吾を除いても

3 ,000-7 ,700 m と算定されている。したがって，その合計 l量は膨大なものとなる可

能性がある。

さて，この凶幅内の貯油構造は，地域西部の学校の沢，中野の沢，ルベシベ越の沢

では，背斜・向斜の反覆であるが，背科軸の]頁部が，ほとんど、同方向の断層で、切断さ

れている。わずかに残されているものも，原型を止めないほどに破壊されていて， ~

*石油資源，木下採鉱課長の御好立によって拝借した。

料 旧称三角介砂岩，佐久間に該当する。

ヰミキ* 佐々教授談 1961 年
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こに貯溜構造を予想することは不可能である。

また，佐久川，南佐久JII ，知良志内川地域の構造は大局的には両向き単斜構造であ

って，天北・天塩地域の大背斜構造の西翼をしめるのである。この大背斜構造は背斜

軸が 1 つの大きな断裂帯となっており，その断裂???にそって蛇紋岩の大きな噴出帯が

あるの

上記西翼部には，蛇紋岩に貫ぬかれた空知層群の上に，蝦夷層群基底の小野寺層か

ら漸次西方に上部層を露出する単斜構造で，神路層の巾にわずかな波状摺曲がみとめ

られるにすぎない。したがって，ここにも有望な貯油構造はみとめることができな

い。しかしながら，これらの 5 ， 500 m にのぼる膨大な厚さの白望紀層を下にする第三

紀層の露出地域中の背斜構造が，白望系油田採査の目的地となるであろう。この目的

地はこの閃幅の西方の遠別地域であって，将来の臼望系油|封地域として注目される所

である。
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

Scale 1:50,000

TESHIONAKAGAWA

(Asahigawa-23)

Bv

SutekazuNagao

(GeologicalSurveyofHokkaido')

Resume

Thismapoccupiesanareabetween44040'~44°50'N lat, and

14200'~142015'Elong.

Themountainrangetrendingnorth-southinthecentralpart

ofthemapareaiscomposedoftheSorachigroupwhichcomprises

schalstein, graywacke, hardshaleandchert. Onisashi-dake, 723m

abovesea level, Penke-yama, 816m , etc., constitutethecentral

watershed. Theridgelineislocallylevelwhereserpentineoflater

intrusionoccurs. TheTeshioRiverflowsfromnorth to south,

meanderingthrough the western central area, andchangesits

courseatrightanglenearSakutoflowtowardthewest.

Geology

ThebasementofthisareaiscomposedoftheShibunnaiformｭ

ationandthePanakushi-gawaformatiombelongingtotheSorachi

group. TheShibunnaiformation consistschieflyof schalstein,

intercalatinggreenorbluechert. Thisformationocurslater

thantheschalsteinbedintheOtoineppumapareaadjacenttothe

east, andisprobablycorrelatedwithapartof theShu-yubari
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formation of the UpperSorachi group. The Panakushi-gawa

formationconsistsofhard sandstone, hardshaleandchert, and

isalsocorrelatedwiththeShu-yubariformation.

ThegreaterportionofthemapareaisoccupiedbytheYezo

groupwhichhasastrinkinglycomplicatedstructure. Havingbeen

cut0旺 by manyfaults, theformationshows a “ mosaic" pattern

ofdistribution.

TheYezogroupcanbedivided, indescendingorder, asfollows:

rOsoushinaiformation

UpperYezogroup{Omagariformation

tNishichirashinaiformation

Sakuformaion

Sakugawaformation

MiddleYezogrup{Sakotand 山 formation

Shiratakiformation

Moehoroformation

(Kamijiformation
LowerYezogroup:

lOnoderaformation

TheOsoushinaiformationissubdividedintoupper, middleand

lowerparts. Theupperpartconsistsofalternatingsandstoneand

siltstone, themiddlepartisgreenish-graysiltstone, andthelower

partisgreenish-graysandstone, withatotalthicknessabout1,000

m. Theformationyieldswell-preservedammoniteandInoceramus

fossils.

TheOmagariformatinnconsistsofsandtone , conglomerate, and

alternationofsandstoneandshale. ItcontainsOstreaandother

marinefossils. Totalthicknessisaround400m.

TheNishichirashinaiformationismassive, dark-graymudstone,

about500m thick.

TheSakuformation , uppermostmemberof theMiddleYezo

group, consistsofaconspicuousalternationofsandstoneandshale,

300--500m thick. Itcontainsfragments of plant fossils and
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rarely intercalate thin lenticular coalseams. The Sakugawa

formationisdark-gray, massivemudstoneandcloselyresemblesto

theNishichirashinaiformation , butcanbedistinguishedfromthe

latterbytheoccurrenceofAnagaudrycerassα cya andotherfossils.

Totalthicknessis500 ",800 m. TheSakotandakeformationiscomｭ

posedofgrayish-brownsandstone , platysandstone occupying the

greaterportion. Thicknessis300morso. TheShiratakiformation

consistschieflyofdark-blue shale. Itslower half often intercｭ

alates acidic tuff which is hard and ashy-white, generally

knownas “ Honeishi" (bonestone). Totalthicknessoftheformｭ

ationisabout500m. TheMoehoroformationisthebasalsandstone

oftheMiddleYezogroup. Consistingofgrayish-brown , hardsand

-stone, itcharacteristicallycontainsabundantfragmentsof shale.

TheformationisdisconformablewiththeunderlyingKamijiformｭ

ationoftheLowerYezogroup. TotalthicknessvariesmarkedlY,

rangingfrom15m to400m.

TheKamijiformation , uppermostmemberoftheLowerYezo

group, consistsofalternatingsandstoneandshale, accompaniedby

hardsandstone. Theshaleissiliceousandbreaksintosmallangular

slabs. Thicknessis400to500m. TheOnoderaformation , lowerｭ

mostmemberoftheLowerYezogroup, isturbidgreen sandstone,

with1",2 m thickconglomerateatthebase. Planeofunconformity

isobservedbetween thisformation and the underlyingSorachi

group. Thisunconformityatthebaseofthe Lower Yezo group

bearsanimportantsignificanceinthe geologyof Hokkaido, and

iscalledthePre-Yezodiastrophysmwhichiscorrelated with the

MiyagiorogenicmovementintheTohokudistrictofHonshu.

TheYasukawagroupisdistributedneartheborderofEmbetsu

Towninthesouthwesterncornerofthemaparea. Ithascutthe

OsoushinaiformationoftheUpperYezogroupsuccessively, andin

themapareaoftheKyδwa sheetabjacentthe south, the eroded

amountisbelievedtobeasthickas800m. However , asMeta ρla-
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centicerassubtilistriatumisfoundinthebedsbothaboveandbelowof

thisunconformity, somepeopleholdaviewthattheintervalrepreｭ

sentedbytheunconformitywasnotverygreat. Theageofthe

YasukawagroupistentativelyassignedtotheHetonaian, butits

connectionwiththeHetonaianHakobuchigroupincentralHokkaido

hasnotbeenstudiedyet. TheYasukawagroup, consistingchiefly

of sandstone, mudstone and siltstone, isabout 300m intotal

thickness.

TheNeogenesystem , unconformablyoverlyingtheabove-mentｭ

ionedformations , isdistributedinthesouthwesternpartofthemap

area. ItisdividedintotheYamatoformation , theHannokizawa

formationandtheMasuporoformation. TheYamatoformation

iscomposedchieflyofsandstoneandtheHannokizawaformation

consistsofmudstone, bothbeingcorrelatedwiththeChikubetsu

formation. TheMasuporoformation , unconformablyrestingon

thosetwoformations , consistsofsandstoneandmudstone, showing

faciesof randomsedimentation. Inthenorthwesternpartof

themaparea, thehardshaleoftheWakkanaiformationandthe

mudstonecorrespondingtotheKoetoiformationare distributed,

continuingfromthemapareaofthePinneshirisheetadjacentto

thenorth.

RiverterracesarefoundalongtheTeshioRiveranditstribu-

taries. Theyhavebeenconsiderably dissected, buttheremn-

antsrevealtwostepsofterracesurface.

Geologicstructure

Themostconspicuousoftheprincipaltectoniclinesinthe

mapareaarealargenumberofN-S faults , someareyounger

thanTertiaryandothersareolder. Therearealsothefaults

runningE-WandcutbytheN-Stectoniclines. Someof the

E-Wfaultsareplayingadecisiveroleinthedistributionof the

strata.
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MostoffoldingshaveNSaxis.Therearetwomajoranticlinal

structures, andtheircrestalpartmakesaN-StectonicEne also ,

andalongthisweaklinethenarrowintrusivebodiesofserpentine

arefound.

Ig:n-eousrocks

Serpentineisdistributedalongthetectonicweak line, andis

supposedtohavebeene百used beforethe end of the Cretaceous

period. Sheetsofdiabaseandotherigneous rocks are intruding

thePanakushi-gawaformation. There are also porphyrite and

youngerbasaltic dyke, although their distribution isvery much

limited.

Economicgeology

ThemapareaisfamousfortheoilseepageintheCretaceous

system. SymptomsofoilandgasarefoundalongtheSakuRiver

andtheGakko-no ・sawa creek. However , judgingfromthepresent

structureoftheCretaceoussystem , Cretaceousoilreservoirsshould

besoughtinthegentlyfoldedCretaceousformationwhichconstｭ

itutesthebasementoftheTertiarysystemtothewestofthemap

area.
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